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副
会
長
・
戸
沼　

佳
一

（
西
・
つ
が
る
市
・
つ
が
る
市
）

副
会
長
・
小
山
田
和
博

（
上
三
・
百
石
町
）

副
会
長
・
菊
池　

隆
良

（
三
戸
郡
・
五
戸
町
）

理　

事
・
藤
田　
　

剛

（
東
郡
・
今
別
町
）

理　

事
・
寺
沢　

正
幸

（
西
・
つ
が
る
市
・
深
浦
町
）

理　

事
・
神　
　

健
司

（
西
・
つ
が
る
市
・
鯵
ヶ
沢
町
）

理　

事
・
石
澤　

貴
幸

（
中
南
・
常
盤
村
）

理　

事
・
三
上　
　

篤

（
中
南
・
相
馬
村
）

理　

事
・
八
木
澤　

淳

　

平
成　

年
３
月　

日
、

１７

２３

青
森
県
火
災
共
済
会
館
に

お
い
て
平
成　

年
度
臨
時

１６

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
平

成　

年
度
は
地
域
・
会
員

１７
に
わ
か
り
や
す
い
事
業
・

組
織
運
営
を
め
ざ
し
て
、

地
域
中
小
企
業
者
、
商
工

会
の
要
望
に
機
動
力
・
創

造
力
・
実
行
力
を
も
っ
て

望
む
と
と
も
に
、
県
及
び

市
町
村
の
商
工
振
興
策
に

積
極
的
に
協
力
し
、
さ
ら

に
全
国
連
、
東
北
・
北
海

道
商
工
会
連
合
会
と
連
携

を
強
め
、
以
下
の
４
つ
を

重
点
事
業
と
す
る
こ
と
を

満
場
一
致
で
承
認
し
閉
会

し
た
。
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有
口
数
を
会
員
の
２
倍

を
目
標
に
新
３
ヵ
年
計
画

の
２
年
目
と
し
て
さ
ら
に

積
極
的
に
商
工
会
に
対
し

て
加
入
促
進
を
働
き
か
け

る
。
ま
た
、
共
済
事
業
推

進
に
必
要
な
知
識
の
習
得
、

情
報
交
換
の
た
め
の
連
絡

会
議
等
を
開
催
す
る
。
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�
�商

工
会
会
員
及
び
従
業
員

に
対
す
る
自
家
共
済
と
し

て
、「
全
国
商
工
会
会
員
福

祉
共
済
」
の
加
入
推
進
を

行
い
会
員
等
の
災
害
補
償

と
福
祉
増
進
を
図
る
。

農
林
水
産
業
者
と
商
工
業
者

が
一
体
と
な
り
、
県
の
推
進

す
る
「
攻
め
の
農
林
水
産
業

の
推
進
」
施
策
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
商
工
会
地
域
に

点
在
す
る
製
品
の
融
合
を
図

り
、
新
た
な
付
加
価
値
商
品

を
開
発
し
、
商
工
会
地
域
の

地
場
産
業
の
減
少
と
中
心
商

店
街
の
衰
退
は
地
域
の
衰
退

に
拍
車
を
掛
け
て
い
る
。
地

域
再
生
を
図
る
た
め
に
は
、

創
業
や
経
営
革
新
に
対
す
る

こ
れ
ま
で
以
上
の
支
援
策
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
中

小
企
業
新
事
業
活
動
促
進
法

（
仮
称
）
に
基
づ
く
総
合
的

（
北
郡
・
市
浦
村
）

理　

事
・
鈴
木　

章
悦

（
上
三
・
十
和
田
湖
町
）

理　

事
・
小
川　

和
一

（
上
三
・
横
浜
町
）

理　

事
・
大
槻　
　

淳

（
下
北
郡
・
東
通
村
）

理　

事
・
中
島　
　

満

（
下
北
郡
・
川
内
町
）

理　

事
・
夏
堀　

剛
充

（
三
戸
郡
・
福
地
村
）

理　

事
・
横
道　

広
一

（
三
戸
郡
・
階
上
町
）

監　

事
・
小
野　

正
範

（
北
郡
・
金
木
町
）

監　

事
・
能
登
谷　

純

（
東
郡
・
平
内
町
）

　

去
る
、
５
月　

日
ア
ラ
ス
カ
会
館
に
お
い
て
平
成　

年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成　

１３

１７

１６

年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
平
成　

年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
ほ
か
全
議
案

１７

が
承
認
さ
れ
た
。ま
た
、任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、次
の
方
々
が
選
任
さ
れ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



商
工
会
合
併
の
支
援
に
つ

い
て
は
「　

世
紀
型
商
工

２１

会
づ
く
り
推
進
本
部
」
の

基
本
姿
勢
を
踏
ま
え
、
商

工
会
自
ら
が
取
り
組
む
べ

き
「
こ
れ
か
ら
の
商
工
会

づ
く
り
」
推
進
に
必
要
な

情
報
提
供
・
経
営
支
援
事

業
費
補
助
金
の
県
連
一
括

申
請
化
等
の
協
議
を
進
め
、

環
境
整
備
に
努
め
る
。
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物
産
・
特
産
品
に
つ
い
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
活
用

し
販
売
す
る
新
た
な
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
サ
イ
ト
を
開

設
し
、
地
域
で
開
発
し
た
特

産
品
の
販
路
開
拓
・
取
引
拡

大
の
支
援
を
実
施
す
る
。

「
提
案
す
る
商
工
会
」
を

目
指
し
た
積
極
的
な
取
り

組
み
を
通
し
て
地
域
に
お

け
る
地
位
の
向
上
を
図

る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�役

職
員
の
資
質
向
上
に
よ

る
商
工
会
の
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

さ
ら
に
は
「
人
事
評
価
シ

ス
テ
ム
」
の
効
果
的
な
運

用
を
行
い
、
よ
り
一
層
の

資
質
向
上
を
図
る
。

な
支
援
と
し
て
、
一
層
の
創

業
意
欲
醸
成
の
た
め
の
創
業

塾
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

ま
た
、
時
代
の
変
化
と
と
も

に
、
事
業
は
経
営
革
新
を
迫

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
第
二

創
業
塾
を
実
施
す
る
。
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重点事業満場一致で可決
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新
役
員（　
名
）体
制
決
ま
る

１８

会　

長
・
葛
西　

万
博

（
中
南
・
平
賀
町
）

�
�
�
�
�
�
�
�
・
工
藤
政

喜（
副
部
長
）、�
野
修
光（
副
部

長
）、工
藤
博（
常
任
委
員
）、古

舘
浩
之
進（
監
査
委
員
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	
・
佐
藤

ト
ミ
エ（
部
長
）、笹
山
ハ
ツ
子（
副

部
長
）、成
田
洋
子（
常
任
委
員
）、

奈
良
洋
子（
常
任
委
員
）、三
和

美
保
子（
常
任
委
員
）

�
�
�
�
�
�
�
�
・
西
ゆ
り

子（
副
部
長
）、村
田
薫（
常
任
委

員
）、小
山
喜
美
江（
常
任
委
員
）、

田
名
部
い
く
子（
常
任
委
員
）、

松
長
真
利
子（
監
査
委
員
）

�
��
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
・
深
堀
信
之（
経

営
指
導
員
）、�
�
�
�
�
�
・

小
田
原
実（
経
営
指
導
員
）、水

梨
実（
経
営
指
導
員
）、�
�
�

�
�
�
�
�
�
・
高
嶋
弘
行（
経

営
指
導
員
）、�
�
�
�
�
�
・

工
藤
稲
子（
記
帳
専
任
職
員
）

�
�
�
�
�
�
�
・
張
摩
正（
副

会
長
）、皆
野
俊
雄（
理
事
）、鈴

木
ミ
ド
リ（
理
事
）

�
�
�
�
�
�
・
佐
々
木
秀
雄

（
副
会
長
）、大
西
定
男（
理
事
）、

三
浦
祐
悦（
理
事
）、向
山
聖（
理

事
）、佐
々
木
義
信（
理
事
）、横

沢
遵
幸（
理
事
）

�
�
�
�
�
�
・
佐
々
木
進（
副

会
長
）、板
垣
雅
英（
理
事
）、松

尾
健
悦（
理
事
）、高
森
茂
雄（
理

事
）、小
田
原
勉（
理
事
）

�
�
�
�
�
・
中
村
和
広（
理

事
）、平
脇
勉（
監
事
）

�
�
�
�
�
�
・
高
橋
敏（
理
事
）
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・
蛯
名

勇（
部
長
）、佐
々
木
勝（
常
任
委

員
）、谷
内
博
英（
常
任
委
員
）、

沼
尾
進
也（
常
任
委
員
）、坂
本

広
人（
常
任
委
員
）、和
田
康
志

（
常
任
委
員
）

�
��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
・
中
島
英
雄（
副

会
長
）、笹
山
禮
次
郎（
副
会
長
）、

若
山
恭
次（
理
事
）

�
�
�
�
�
�
・
小
林
康
助（
副

会
長
）、長
谷
龍
二（
副
会
長
）、

筑
田
長
豊（
理
事
）、下
山
宣
行

（
理
事
）、宮
野
成
厚（
理
事
）、田

中
淳
一（
理
事
）
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　去る５月３０日アラスカ会館において平成１７
年度通常総会が開催され、平成１６年度事業報
告並びに収支決算ほか全議案が承認され、役
員補充選任については次の方が選任された。
理事　二本�雄作（東通村商工会長）　
理事　葛西　万博（青森県商工会青年部連合会長）
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役員補充選任される

平成１７年度

（敬称略）
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　平成１７年６月 ������������������������� 青　　森　　県　　商　　工　　会　　報 ������������������������� （第３４６号）　（２）
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３
月　

日
、
川
内
町
商
工

２５

会
館
で
新
市
（
む
つ
市
）
合

併
を
記
念
し
た
ま
ち
づ
く
り

講
演
会
が
開
か
れ
た
。
同
講

演
会
は
川
内
町
商
工
会
（
半

田
義
秋
会
長
）
と
脇
野
沢
村

商
工
会
（
滝
本
辰
雄
会
長
）、

県
商
工
会
連
合
会
下
北
支
所

が
共
催
し
た
も
の
で
、
講
師

を
努
め
た
の
は
大
間
町
の
ま

ち
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
、
あ
お

ぞ
ら
組
組
長
の
島
康
子
さ
ん
。

「
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

も
う
一
つ
の
金
メ
ダ
ル
・
マ

グ
ロ
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
と
題
し
て

講
演
、
商
工
業
者
や
一
般
住

民
な
ど　

人
が
島
さ
ん
の
講

２５

演
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

　

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔

道
で
見
事
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
、
大
間
町
出
身
の
泉
浩

選
手
の
活
躍
の
陰
に
は
、
あ

お
ぞ
ら
組
の
開
発
し
た
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
マ
グ
ロ
Ｔ
シ
ャ
ツ

の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
。

　

応
援
席
か
ら
全
世
界
に
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
、
金

色
に
輝
く
マ
グ
ロ
Ｔ
シ
ャ
ツ
。

地
域
か
ら
の
情
報
発
信
で
、

一
流
の
田
舎
を
目
指
し
た
い

と
が
ん
ば
る
島
さ
ん
は
、
講

演
の
中
で
「
こ
れ
か
ら
は
都

会
の
人
達
に
対
し
、
地
域
の

誇
り
や
心
意
気
を
買
っ
て
も

ら
え
る
時
代
が
来
た
。
マ
グ

ロ
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
く
れ
た

人
は
大
間
町
の
広
告
塔
に

な
っ
て
く
れ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
ゲ
リ
ラ
的
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
通
じ
て
、
小
さ
な

漁
師
町
か
ら
風
を
興
し
て
い

き
た
い
」
と
実
践
的
ま
ち
づ

く
り
を
強
調
し
た
。

　

青
森
市
か
ら
親
子
で
参
加

し
た
森
岡
朋
子
さ
ん
は
「
島

さ
ん
の
発
想
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
に
は
感
動
し
ま
し

た
」。又
森
岡
さ
ん
の
長
女
葵

さ
ん
（　

歳
）
と
次
女
の
真

１３

衣
さ
ん
（　

歳
）
姉
妹
も

１２

「
お
姉
さ
ん
の
話
は
す
ご
く

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
た
。
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株
式
会
社
の
本
店
の
住

所
変
更
の
事
由
に
よ
っ
て
添

付
書
類
が
異
な
っ
て
き
ま
す

の
で
、
事
由
に
よ
っ
て
そ
の

登
記
申
請
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
…
登
記

名
義
人
住
所
変
更
と
な
り

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
…
当
該
会

社
の
本
店
移
転
に
よ
り
変

更
を
生
じ
た
と
き
は
、
変

更
後
の
本
店
移
転
が
あ
っ

た
そ
の
年
月
日
が
登
記
原

因
と
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
…
新

本
店
の
住
所
が
登
記
事
項

と
な
り
ま
す
。
※
当
該
会

社
の
商
業
登
記
簿
に
変
更

の
旨
が
登
記
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
商
号
欄
の
原

因
及
び
年
月
日
欄
に
記
載

さ
れ
て
い
る
そ
の
年
月
日

及
び
原
因
と
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
…
会
社
を
代

表
す
る
者（
代
表
取
締
役
）

が
そ
の
不
動
産
を
管
轄
す

る
登
記
所
に
変
更
登
記
を

申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
…
登
記
原

因
証
明
情
報
と
し
て
当
該

会
社
の
登
記
事
項
証
明
書

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

当
該
会
社
の
本
店
が
登
記

す
る
不
動
産
の
管
轄
が
同

一
の
登
記
所
で
あ
る
場
合

は
添
付
を
省
略
で
き
ま
す
。

　

代
理
人
に
よ
る
と
き
は
、

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
…
不
動

産
一
個
に
つ
き
一
、
〇
〇

〇
円
と
な
り
ま
す
。
土
地

一
筆
と
建
物
一
個
で
あ
れ

ば
二
、
〇
〇
〇
円
と
な
り

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�　

上
記
一
〜
四
と
同
じ
で

す
が
、
本
店
が
住
居
表
示

の
実
施
に
よ
り
変
更
を
生

じ
た
と
き
は
、「
住
居
表
示

を
実
施
し
た
年
月
日
」
が

「
原
因
の
年
月
日
」
と
な

り
、
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
が
登

記
原
因
証
明
情
報
と
な
り
、

当
該
証
明
書
の
添
付
（
ま

た
は
、
当
該
会
社
の
本
店

が
登
記
す
る
不
動
産
の
管

轄
が
同
一
の
登
記
所
で
あ

る
場
合
は
添
付
を
省
略
で

き
ま
す
）
に
よ
り
登
録
免

許
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

今
、
県
内
に
お
け
る
市
町

村
合
併
が
新
聞
紙
上
に
報

道
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
に
な
っ
た
場
合
は

行
政
区
画
の
変
更
と
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
場
合
は

登
記
申
請
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

　

以
上
と
な
り
ま
す
が
具
体

的
に
は
、
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
又
は
最
寄

り
の
法
務
局
支
局
・
出
張
所

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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2004年度 業績報告より 2005年５月25日現在

ムーディーズ　保険財務格付け（2005年5月25日現在）

S&P　保険財務力格付け（2005年5月25日現在）

注）格付けは格付け会社の意見であり、保険金支払い等について保証を行うものではありません。

注）環境の変化などにより通常の予測を超えて発生するリスクに対応できる「支払余力」を有しているかを判断す
るための、行政監督上の指標の一つがソルベンシー・マージン比率です。当社の同比率は、健全性の一つの基準
である200％を大きく上回る１１６２.４％となりました。

ソルベンシー・マージン比率

1162.4％
逆ざや 基礎利益 リスク管理債権

2005年5月25日現在

ありません！ 579億円
貸付残高に対する比率

0.74％
運営環境の悪化などにより、一
部の契約で実際の運用利回りが
予定利率を下回っている状態を
いわゆる「逆ざや」といいます。
当社には逆ざやはありません！

保険本業の収益力を示す指標
の一つで、対前年同期比5.8％
増となっています。
（前年同期547億円）

リスク管理債権額は23億20
百万円で、全額解約返戻金等で
カバーされている保険約款貸
付を除くと約22億円となりま
す。

２００４年度の業績は、生命保険業界を取り巻く環境が厳しいな

か、会員のみなさまの深いご理解と幅広いご支援を賜り、総

じて順調な結果を上げることができました。

今後とも商工会とのパートナーシップを尊重し、会員のみな

さまから最

も信頼され、

賞賛される

生命保険会

社を目指し

てまいりま

す。

http://www.gib-life.co.jp/インターネットホームページ

コールセンター 0120－372269
ミナジブロック

ジブラルタ生命保険株式会社
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　「退職金」は、労働者の退職後の生活を支えていくための大きな柱の一つとなっています。
　また、退職金制度があるということは企業にとって優秀な人材を確保し定着を促すとともに従
業員からの信頼感を高めることにもなります。中退共制度（中小企業退職金共済制度）に加入す
れば安全・確実しかも有利な退職金制度を手軽に準備することができます。
��������	�

☆　国の制度なので安全・確実・有利です。
☆　適格退職年金制度からの移行先となっております。
☆　掛金を納めるだけで企業の実態にあった退職金制度を手軽に持つことができます。
☆　掛金の一部を国が助成します。
　　　新しく中退共制度に加入する事業主に……掛金月額の１／２（従業員ごと上限５,０００円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を加入後４か月目から１年間
　　　　　〔注〕適格退職年金制度から移行する事業主は新規加入助成の対象にはなりません。
　　　掛金月額を増額する事業主に………………増額分の１／３を増額月から１年間。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（増額前の掛金月額が１８,０００円以下の場合。）
☆　パートタイマーの方も加入できます。
☆　掛金は税法上、損金又は必要経費として全額非課税になります。
☆　過去の勤務期間通算や企業間を転職した場合などの通算ができます。
☆　退職金は一時金払いのほか一定の要件を満たしていれば全額または一部を分割して受け取

ることができます。
���������

　この制度に加入できるのは、次の中小企業です。

　　　〔注〕常用従業員には、１週間の所定労働時間が同じ企業に雇用される通常の従業員とおお
むね同等である者であって、�雇用期間の定めのない者、�雇用期間が２か月を超え
て雇用される者を含みます。

�������

　月額５,０００円から３０,０００円までの１６種類です。
　　５,０００円・６,０００円・７,０００円・８,０００円・９,０００円・１０,０００円・１２,０００円・１４,０００円・１６,０００

円・１８,０００円・２０,０００円・２２,０００円・２４,０００円・２６,０００円・２８,０００円・３０,０００円
　また、パートタイマー等、短時間労働者（１週間の所定労働時間が通常の従業員より短く、
かつ３０時間未満の従業員）は、２,０００円・３,０００円・４,０００円の特例掛金でも加入できます。
��������

　所定の申込書に記入・押印のうえお近くの金融機関または委託事業主団体へ申込んで下さい。
���������

　各商工会・商工会連合会
　※　平成１６年・１７年度は加入促進モデル県となっております。

小 売 業サ ー ビ ス 業卸 売 業

ま
た
は

常用従業員数 資本金・出資金

300人以下 3億円以下
ま
た
は

常用従業員数 資本金・出資金

100人以下 1億円以下
ま
た
は

常用従業員数 資本金・出資金

100人以下 5千万円以下
ま
た
は

常用従業員数 資本金・出資金

50人以下 5千万円以下

一般業種（製造・建設業等）

マグロ Tシャツ姿で講演の島康子さん
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